
平
成
十
九
年
十
二
月
三
日
提
出

質

問

第

二

八

四

号

沖
縄
県
那
覇
市
に
お
け
る
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
地
区
再
開
発
事
業
に
係
る
起
債
等
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

赤

嶺

政

賢
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沖
縄
県
那
覇
市
に
お
け
る
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
地
区
再
開
発
事
業
に
係
る
起
債
等
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

那
覇
市
で
は
、
沖
縄
県
が
出
資
す
る
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
が
、
モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
駅
周
辺
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
（
以
下
「
旭
橋
再
開
発
事
業
」
と
い
う
。
）
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
民
間
会
社
が
中
核
と
な
り
、
沖
縄
県
及
び
那
覇
市
が
補
助
金
を
投
入
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

那
覇
市
は
、
本
事
業
に
対
す
る
補
助
金
の
原
資
に
つ
い
て
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
三
年
間
、
起
債
に
よ

り
充
当
し
て
い
る
。

市
が
、
本
事
業
の
た
め
に
起
債
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、
公
共
性
の
観
点
か
ら
、
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
に
対
す

る
県
の
出
資
比
率
は
、
地
方
財
政
法
等
に
基
づ
き
五
〇
％
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
ま
で
の
、
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
に
対
す
る
沖
縄
県
の
出

資
比
率
は
、
わ
ず
か
二
・
七
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
出
資
割
合
の
下
で
は
、
那
覇
市
は
、
起
債
行
為
を
な
す
こ
と
は
法
律

上
認
め
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
間
、
起
債
に
よ
っ
て
補
助
金
を
充
当
し
た
市
の
行
為
は
、
地
方
財
政
法
等
の
規
定
に
照

ら
し
て
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

総
務
省
は
、
市
が
本
事
業
の
た
め
に
起
債
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
県
を
通
じ
て
十
分
な
協
議
の
下
に
起
債
の
許
可
を
与
え

一



て
い
る
も
の
と
思
料
さ
れ
、
国
の
責
任
は
免
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

モ
ノ
レ
ー
ル
旭
橋
地
区
再
開
発
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、
施
工
主
を
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
本
事
業
に
対
す

る
国
、
沖
縄
県
、
那
覇
市
の
補
助
金
投
入
額
を
併
せ
て
伺
い
た
い
。

二

地
方
自
治
体
が
、
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
に
対
し
て
、
補

助
金
を
投
入
す
る
た
め
に
起
債
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
法
的
根
拠
と
理
由
並
び
に
そ
の
場
合
の
起
債
の
要
件
を
伺
い
た

い
。

三

総
務
省
は
、
那
覇
市
が
旭
橋
再
開
発
事
業
に
係
る
起
債
を
行
う
に
際
し
て
、
沖
縄
県
と
の
協
議
に
よ
り
許
可
し
た
も
の
と

考
え
る
が
、
協
議
内
容
及
び
理
由
と
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
総
務
省
は
、
沖
縄
県
が
同
起
債
に

つ
い
て
那
覇
市
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
承
諾
を
与
え
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
把
握
し
て
い
る
と
思
う
が
伺
い

た
い
。

四

平
成
十
九
年
十
月
二
十
六
日
の
沖
縄
県
議
会
決
算
特
別
委
員
会
で
、
市
町
村
課
長
は
「
こ
の
起
債
の
発
行
と
い
う
の
は
要

件
が
選
択
的
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
公
共
的
団
体
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
資
本
金
に
二
分
の
一
以
上
出
資
し
て
い
る
法
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
私
ど
も
は
、
公
共
的
団
体
に
基
づ
い
て
発
行
し
て
い
た
わ
け
で
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

二



し
か
し
、
前
記
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
八
年
十
一
月
の
間
の
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会

社
」
に
対
す
る
県
の
出
資
比
率
は
、
二
・
七
％
で
あ
る
。
こ
の
期
間
は
、
県
当
局
者
が
説
明
し
て
い
る
出
資
比
率
二
分
の
一

に
は
、
お
よ
そ
達
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
事
業
開
始
の
平
成
十
五
年
度
時
点
に
お
い
て
、
那
覇
市
は
地
方
財
政

法
第
五
条
第
五
号
及
び
同
法
施
行
令
第
一
条
の
「
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
が
出
資
し
て
い
る
法
人
で
政
令
で
定
め
る
も

の
」
と
し
て
は
「
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
二
分
の
一
以
上
を
出
資
し

て
い
る
法
人
」
と
す
る
旨
の
規
定
に
照
ら
し
て
、
起
債
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
許
可
権
者
で
あ

る
総
務
省
は
、
県
と
の
協
議
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
判
断
の
下
に
許
可
し
た
か
。

五

平
成
十
九
年
六
月
十
三
日
の
那
覇
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
日
本
共
産
党
の
大
城
朝
助
議
員
の
質
問
に
対
し
て
、
那
覇

市
の
経
営
企
画
部
長
は
「
地
方
財
政
法
第
五
条
第
五
号
の
逐
条
解
説
に
よ
り
ま
す
と
、
公
共
団
体
と
し
て
市
街
地
再
開
発
組

合
等
と
い
う
例
示
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
本
市
は
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
が
、
こ
の
市
街
地
再
開
発
組
合
等
に
含
ま
れ
る

も
の
と
理
解
し
て
お
り
、
県
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
理
解
の
仕
方
に
特
段
の
指
摘
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
答
弁
し
て
い

る
。こ

れ
ら
の
答
弁
に
よ
れ
ば
、
当
初
か
ら
県
及
び
市
当
局
者
は
、
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
が
、
地
方
財
政
法
第
五

三



条
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
「
公
共
団
体
と
し
て
の
市
街
地
再
開
発
組
合
等
」
の
「
等
」
に
該
当
す
る
と
の
解
釈
で
起
債
充
当

し
て
い
る
。
こ
の
県
等
の
解
釈
・
運
用
に
つ
い
て
、
総
務
省
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

六

平
成
十
九
年
六
月
の
那
覇
市
議
会
で
、
旭
橋
再
開
発
事
業
に
係
る
起
債
問
題
に
つ
い
て
、
那
覇
市
の
當
銘
芳
二
副
市
長

は
、
「
私
ど
も
は
事
業
の
ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
市
街
地
再
開
発
組
合
と
こ
の
株
式
会
社
が
市
街
地
再
開
発
組
合

等
の
「
等
」
の
範
疇
に
入
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
解
釈
の
も
と
に
、
こ
れ
は
確
か
平
成
十
五
年
度
か
ら
の
起
債
を
し
て
き
た

と
覚
え
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
起
債
許
可
の
決
定
が
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
三
年
間
、
何
ら
異
議
な
く
起
債
許
可
を
い
た

だ
い
た
」
旨
答
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
十
八
年
度
の
起
債
の
段
階
に
な
っ
て
、
こ
れ
は
従
来
の
再
開
発
組
合
等
の
「
等
」
に
入
る
も
の
で
は
な
く
し

て
、
二
分
の
一
以
上
の
出
資
を
す
る
い
わ
ゆ
る
公
共
的
団
体
の
資
格
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
、
初
め
て
指
摘
を
受
け

ま
し
て
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
沖
縄
県
の
市
町
村
課
長
は
「
よ
り
適
債
性
を
確
実
に
す
る
必
要
が
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
助
言
を

い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。
平
成
十
八
年
三
月
ご
ろ
だ
と
思
い
ま
す
」
「
起
債
の
協
議
と
か
同
意
と
か

い
う
も
の
は
き
ち
ん
と
文
書
で
や
り
と
り
を
し
ま
す
の
で
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
助
言
と
か
い
う
も
の
は

四



文
書
の
や
り
と
り
は
な
い
も
の
で
す
か
ら
」
と
も
答
弁
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
那
覇
市
及
び
沖
縄
県
当
局
者
の
答
弁
は
、
平
成
十
五
年
度
時
点
に
お
い
て
、
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」

に
対
す
る
県
の
出
資
比
率
の
要
件
が
充
た
さ
れ
て
い
な
い
起
債
充
当
は
、
地
方
財
政
法
上
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
事

実
上
認
め
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
政
府
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

七

前
記
で
、
那
覇
市
当
局
者
は
、
平
成
十
八
年
三
月
頃
、
起
債
段
階
に
な
っ
て
「
（
起
債
の
）
適
債
性
を
確
実
に
す
る
た
め

に
助
言
を
受
け
た
」
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
。
総
務
省
は
、
県
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
助
言
を
し
た
の
か
、
明
確
に
説
明

さ
れ
た
い
。

八

平
成
十
八
年
度
起
債
段
階
で
、
県
は
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
に
対
し
て
、
出
資
を
五
〇
・
五
％
に
増
資
し
て
い

る
。
那
覇
市
議
会
等
に
お
い
て
、
起
債
の
出
資
比
率
の
要
件
を
充
た
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
地
方
財
政
法
上
問
題
が
あ
る
と

の
指
摘
を
受
け
て
、
急
遽
増
資
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
総
務
省
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

九

総
務
省
は
、
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
に
対
す
る
県
の
出
資
比
率
が
五
〇
％
未
満
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
い
つ

の
時
点
で
認
識
し
確
認
さ
れ
た
の
か
。
国
へ
の
事
業
手
続
き
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
、

併
せ
て
説
明
さ
れ
た
い
。

五



十

総
務
省
は
、
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
に
対
し
て
、
県
が
、
出
資
比
率
を
増
資
し
て
い
る
こ
と
の
理
由
及
び
出
資

比
率
の
推
移
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
と
思
う
が
伺
い
た
い
。

十
一

総
務
省
は
、
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
が
、
地
方
財
政
法
第
五
条
第
五
号
の
「
公
共
団
体
と
し
て
の
市
街
地
再

開
発
組
合
等
」
の
「
等
」
に
該
当
す
る
と
の
解
釈
で
、
当
時
、
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
に
対
す
る
県
の
出
資
比
率

が
二
分
の
一
以
上
と
い
う
要
件
を
充
た
し
て
い
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
起
債
行
為
が
で
き
る
と
の
判
断
を
し
て
、
県
と

の
協
議
に
同
意
を
し
て
起
債
の
許
可
を
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

十
二

那
覇
市
が
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
の
間
の
、
地
方
財
政
法
第
五
条
第
五
号
及
び
同
施
行
令
第
一
条
の
要

件
を
充
た
し
て
い
な
い
「
旭
橋
都
市
再
開
発
株
式
会
社
」
が
行
う
本
事
業
へ
の
補
助
金
に
起
債
充
当
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い

て
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
許
可
権
者
で
あ
る
総
務
省
の
責
任
の
有
無
を
問
う
。

十
三

前
記
で
、
要
件
を
充
た
し
て
い
な
い
旭
橋
再
開
発
事
業
へ
の
補
助
金
の
起
債
充
当
分
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
処
理

さ
れ
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

六


